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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
パチンコ機の外枠２を、左右側板部６，７と島に固定される上板部５からなる主外枠部８
と、その下端側に固定される前記外枠の下板部９とから構成し、前記下板部９内から前記
外枠２の裏方向へ延び、前記パチンコ機を自立させたときに、前記パチンコ機を自立させ
た場所に接する接触面を構成し、島に固定される転倒防止補助部１０,１１を有したパチ
ンコ機の自立装置であって、
前記外枠の前後方向の傾斜を調整するために、
前記下板部９内に形成された空間部１２に配設されると共に、前記転倒防止補助部１０、
１１が両端に固定して取り付けられる傾き調整位置固定基部１３と、
前記下板部９の上面側の外部から前記下板部９内の空間部１２に向かって形成された孔部
１５に挿入され、前記傾き調整位置固定基部１３に固着される傾き調整位置固定部１６と
を有し、
前記転倒防止補助部１０、１１は、前記傾き調整位置固定部１６の動きに連動して、前記
孔部１５内で前記下板部９の前後方向に沿ってスライド可能とされていることを特徴とす
るパチンコ機の自立装置。
【請求項２】
前記傾き調整位置固定部１６の上部には、前記下板部９の上面に向かって突出する逆回転
防止凸部１６ｂが設けられ、前記傾き調整位置固定部１６が前記傾き調整位置固定基部１
３に打ち込まれることにより、前記逆回転防止凸部１６ｂが前記下板部９の上面に係止さ
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れることを特徴とする請求項１に記載のパチンコ機の自立装置。
【請求項３】
請求項１の自立装置を使用するパチンコ機の島への設置方法であって、
パチンコ機を設置する島に前記上板部５と前記転倒防止補助部１０、１１を固定し、前後
方向へ移動可能な状態の前記外枠２の下板部９側を移動させてパチンコ機の傾きを調整し
、前記傾き調整位置固定部１６によって前記調整されたパチンコ機の外枠２の下板部９側
を固定することを特徴とするパチンコ機の島への設置方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、パチンコ機の傾き調整位置固定機能を備えた自立装置及び該自立装置を使用す
るパチンコ機の島への設置方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機は、概略、外枠とその外枠に対して上下のヒンジ部により片開き可能に取り
付けられた前枠とから構成されている。前枠には、遊技盤を始めとして、遊技盤を覆うよ
うに片開き可能に取り付けられたガラス扉、遊技球を貯溜させるための一体皿の他、主制
御装置、賞球制御装置等の各制御装置、あるいはスピーカ、表示灯等が取り付けられてい
る。製造メーカによって製造されたパチンコ機は、外枠に前枠を取り付けた状態で段ボー
ル等によって梱包した状態、あるいは外枠に前枠を取り付けその外周に簡易な梱包材を巻
き付けて複数のパチンコ機を順次立て掛けた状態でトラックに搭載し運搬していた。各パ
チンコホールに運搬されてきたパチンコ機は、パチンコ機の設置場所である、いわゆる島
に設置されるまでの間、梱包材が取り外され、一時的に起立した状態で床に置かれる。し
かしながら、通常のパチンコ機では長方形に形成されている外枠の底面を床に接触させる
ことでパチンコ機を自立させる構造であるため、その自立は不安定な状態であった。
【０００３】
　このような不安定な状態を回避するために、下記に示す特許文献１には、遊技機枠を自
立させる機能を備えた遊技機枠の自立装置に関する発明が開示されている。この遊技機枠
の自立装置は、遊技機枠の表面側から前方に延長する脚部、遊技機枠の裏面側から後方に
延長する脚部を備えるものである。
【０００４】
　また、下記に示す特許文献２には、遊技機枠体の運搬を容易にすると共に、遊技機枠の
自立安定をも図る遊技機自立装置に関する発明が開示されている。この遊技機自立装置は
、遊技機枠体にキャスタを設け、遊技機枠体の底面の後縁部とキャスタとを床に接地し、
遊技機枠体を床に対して後傾状で安定自立させるものであり、また、前記安定自立状態よ
りも更に遊技機枠体を後側に傾けてキャスタだけを床に接地させ、遊技機枠体が床より浮
いた状態でキャスタを床に転がして容易に運搬するものである。
【０００５】
　島に設置されるパチンコ機は、釘等の止着部材によって、先ず、外枠の上側が島に固定
される。そして、パチンコ機の遊技領域を流下する遊技球の流下状態を良好にするために
パチンコ機の傾き調整が行われ、その調整された傾き位置で外枠の下側が島に固定される
。このパチンコ機の傾きは遊技球の流下速度、入賞確率等に影響を及ぼすものであり、接
地される全てのパチンコ機に対して行われるものであるから、より正確に、しかも容易に
行えることが望ましい。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２８２４９０号公報
【特許文献２】特開２００２－２８２４９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、上記特許文献１の遊技機枠の自立装置は、遊技機枠を島に設置させる前
に、一時的に自立させておくために使用するものであり、島に遊技機枠を設置する際およ
び設置した後は不必要な部材であった。また、特許文献２の遊技機自立装置は、自立時の
安定性を向上させることができ、さらに運搬時の容易性も向上させることができるもので
あったが、引用文献１の場合と同様に島に遊技機枠を設置する際および設置した後は不必
要になる部材であった。
【０００８】
そこで、本願発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、パチンコ機の自立の安
定性を向上させることができると共に、パチンコ機を島に設置する際および設置した後に
おいても使用する、パチンコ機の傾き調整位置固定機能を備えた自立装置の提供と、該自
立装置を使用するパチンコ機の島への設置方法を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上記課題を解決するために、請求項１に係るパチンコ機の自立装置の発明は、パチンコ機
の外枠２を、左右側板部６，７と島に固定される上板部５からなる主外枠部８と、その下
端側に固定される前記外枠の下板部９とから構成し、前記下板部９内から前記外枠２の裏
方向へ延び、前記パチンコ機を自立させたときに、前記パチンコ機を自立させた場所に接
する接触面を構成し、島に固定される転倒防止補助部１０,１１を有したパチンコ機の自
立装置であって、前記外枠の前後方向の傾斜を調整するために、前記下板部９内に形成さ
れた空間部１２に配設されると共に、前記転倒防止補助部１０、１１が両端に固定して取
り付けられる傾き調整位置固定基部１３と、前記下板部９の上面側の外部から前記下板部
９内の空間部１２に向かって形成された孔部１５に挿入され、前記傾き調整位置固定基部
１３に固着される傾き調整位置固定部１６とを有し、前記転倒防止補助部１０、１１は、
前記傾き調整位置固定部１６の動きに連動して、前記孔部１５内で前記下板部９の前後方
向に沿ってスライド可能とされていることを特徴とする。
【００１０】
また、請求項２に係るパチンコ機の自立装置の発明は、請求項１に記載の発明において、
前記傾き調整位置固定部１６の上部には、前記下板部９の上面に向かって突出する逆回転
防止凸部１６ｂが設けられ、前記傾き調整位置固定部１６が前記傾き調整位置固定基部１
３に打ち込まれることにより、前記逆回転防止凸部１６ｂが前記下板部９の上面に係止さ
れることを特徴とするものである。
【００１１】
また、請求項３に係る発明は、請求項１の自立装置を使用するパチンコ機の島への設置方
法であって、パチンコ機を設置する島に前記上板部５と前記転倒防止補助部１０、１１を
固定し、前後方向へ移動可能な状態の前記外枠２の下板部９側を移動させてパチンコ機の
傾きを調整し、前記傾き調整位置固定部１６によって前記調整されたパチンコ機の外枠２
の下板部９側を固定することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
本発明に係るパチンコ機の自立装置及び該自立装置を使用してパチンコ機の島への設置方
法によれば、下板部から外枠の裏方向へ延びる転倒防止補助部を設けたことにより、パチ
ンコ機を自立させたときに、下板部の下面と転倒防止補助部とがパチンコ機を自立させた
場所に接するようになるため、接触面が大きくなり、パチンコ機の自立の安定性を向上さ
せることができる。また、自立装置の転倒防止補助部は下板部内に収納可能な構造である
ため、その使用を必要としないパチンコ機の製造工程では収納しておくことができ、製造
効率の低下を防止することができる。また、パチンコ機を島へ設置する際に、転倒防止補
助部を島に固定し、傾き調整位置固定部を打ち込むことにより容易にパチンコ機の傾き位
置を固定することができ、島へのパチンコ機の設置の際および設置後においても自立装置
を使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　以下、本発明に係るパチンコ機の自立装置の実施の形態を添付図面に基づいて説明する
。
　図１は、自立装置の一形態が取り付けられたパチンコ機の背面斜視図である。従って、
以下、特に指定のない限りパチンコ機の背面側から見た構造の説明を行う。パチンコ機１
は、概略、外枠２と、外枠２に取り付けられる前枠（遊技機枠ともいう）３とから構成さ
れている。外枠２は、上板部５と左側板部６と右側板部７とから構成される主外枠部８と
、下板部９とから構成されている。下板部９には、下板部９内から突出して外枠２の裏方
向（矢印Ａの方向）へ延びる転倒防止補助部１０、１１と、下板部９内に形成されている
空間部１２に配設され、転倒防止補助部１０、１１に固定して取り付けられる傾き調整位
置固定基部１３と、下板部９の上面１４側の外部から下板部９内の空間部１２に向かって
形成された孔部１５に挿入され、傾き調整位置固定基部１３に固着される傾き調整位置固
定部１６（この形態では、ネジ式構造を有した傾き調整位置固定部を用いているため傾き
調整位置固定ネジ部１６という）が設けられている。本発明に係るパチンコ機の自立装置
は、図に示されるように下板部９と、転倒防止補助部１０、１１と、傾き調整位置固定基
部１３と、傾き調整位置固定部１６とから構成され、左右側板部６、７の下端に下板部９
が固定されるようにして設けられている。
【００１４】
　前枠３は、従来の一般的な前枠と同様に、外枠２に対して上下のヒンジ部により片開き
可能に取り付けられた開閉枠である。前枠３には、パチンコ機の中央部に配設される遊技
盤を始めとして、遊技盤を覆うように片開き可能に取り付けられたガラス扉、遊技球を貯
溜させるための一体皿１７の他、裏側に取り付けられた賞球制御装置１８、主制御装置１
９、図柄制御装置２０等の各制御装置、あるいはスピーカ、表示灯等が取り付けられてい
る。
【００１５】
　図２は、自立装置Ｍを示す斜視図である。また、図３は、自立装置Ｍを構成する下板部
９の斜視図であり、図４は、自立装置Ｍを構成する転倒防止補助部１０、１１と、傾き調
整位置固定基部１３と、傾き調整位置固定ネジ部１６を示す斜視図である。以下の説明に
おいて下板部９の各面を、上面１４、下面２１、前面２２、背面２３、左側面２４、右側
面２５とする。
【００１６】
　図３に示すように、下板部９には、空間部１２が形成されている。空間部１２は、転倒
防止補助部１０、１１がそれぞれ収納される左補助空間部１２ａ及び右補助空間部１２ｂ
と、傾き調整位置固定基部１３が配設される固定基部空間部１２ｃと、傾き調整位置固定
ネジ部１６が挿入される空間部（孔部１５という）から構成されている。左補助空間部１
２ａ及び右補助空間部１２ｂは、下板部９の背面２３側から前面２２側に向かって形成さ
れた空間部である。また、固定基部空間部１２ｃは、下板部９の左側面２４－右側面２５
の方向へ形成された空間部であり、その左右両端部はそれぞれ左補助空間部１２ａ及び右
補助空間部１２ｂまで達している。また、孔部１５は、下板部９の上面１４から下面２１
に向かって形成された空間部であり、その下端部は固定基部空間部１２ｃまで達している
。孔部１５は、挿入される傾き調整位置固定ネジ部１６に対して、下板部９の前面２２－
背面２３の方向に大きく余裕を持たせて形成されている。左補助空間部１２ａと右補助空
間部１２ｂには、転倒防止補助部１０、１１の収納方向に沿って頭溝３０ａから３０ｄが
形成されている。頭溝３０ａから３０ｄは、パチンコ機を島に設置するために転倒防止補
助部１０、１１に打ち込まれた釘、ネジ等の固定部材（詳しくは後述する）の頭部が通過
する溝である。
【００１７】
　図４に示されるように、傾き調整位置固定基部１３の両端部分には、転倒防止補助部１
０、１１に固定して取り付けられており、また、傾き調整位置固定基部１３の中央部には
、鉛直方向に延びる傾き調整位置固定ネジ部１６が、傾き調整位置固定基部１３にねじ込
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まれた状態で設けられている。図５には、転倒防止補助部１０、１１から分離した状態の
傾き調整位置固定基部１３および傾き調整位置固定ネジ部１６が示されている。さらに、
図６には、分離した状態の傾き調整位置固定基部１３と傾き調整位置固定ネジ部１６が示
されている。
【００１８】
　転倒防止補助部１０、１１には切欠部１０ａ、１１ａが形成されており、傾き調整位置
固定基部１３の両端部分は、この切欠部１０ａ、１１ａに接着剤、釘、ネジ等の固定部材
で固定されている。また、転倒防止補助部１０、１１には、パチンコ機を島に設置するた
めの誘導穴１０ｃ、１１ｃが設けられており、釘、ネジ等の固定部材がこの誘導穴１０ｃ
、１１ｃに打ち込まれて転倒防止補助部１０、１１が島に固定される。傾き調整位置固定
基部１３の略中央部には凸部１３ａが設けられており、傾き調整位置固定ネジ部１６は、
この凸部１３ａに設けられた穴部１３ｂにネジ式構造によりねじ込まれて取り付けられて
いる。即ち、傾き調整位置固定ネジ部１６は、その下端部がタッピングネジ構造を有して
おり、図６に示す矢印Ｂの方向に回転されると、凸部１３ａの穴部１３ｂ内に下端部がね
じ込まれて行き、傾き調整位置固定ネジ部１６の長さ、つまり図６に示す矢印Ｒの距離が
短くなる。傾き調整位置固定ネジ部１６の上端部には、ネジ頭部１６ａが形成されており
、ネジ頭部１６ａの下部には複数の凸部１６ｂが設けられている。凸部１６ｂは、傾き調
整位置固定基部１３にねじ込まれた傾き調整位置固定ネジ部１６の逆回転を防止するため
のものであり、下板部９の孔部１５に挿入された傾き調整位置固定ネジ部１６をねじ込ん
で行ったときに、下板部９の上面１４に食い込み係止される。尚、実施の形態においては
、傾き調整位置固定基部１３に固着される傾き調整位置固定部材として、ネジ式構造を有
した傾き調整位置固定ネジ部１６について説明したが、これに限定されるものではなく、
例えば、釘構造を有した傾き調整位置固定部材であってもよい。
【００１９】
　次に、下板部９の空間部１２（図３）内に収納される転倒防止補助部１０、１１、傾き
調整位置固定基部１３、傾き調整位置固定ネジ部１６の収納手順等について説明する。先
ず、傾き調整位置固定基部１３単体が、固定基部空間部１２ｃに挿入され、下板部９の左
側面２４－右側面２５方向へ沿って配設される。次に、傾き調整位置固定基部１３の両端
部に転倒防止補助部１０、１１が取り付けられる。そして、孔部１５からタッピングネジ
構造を有した傾き調整位置固定ネジ部１６が挿入され、傾き調整位置固定基部１３にねじ
込まれる。
【００２０】
このように転倒防止補助部１０、１１と傾き調整位置固定ネジ部１６は、傾き調整位置固
定基部１３を介して連結されている。また、傾き調整位置固定ネジ部１６のネジ頭部１６
ａの幅は、孔部１５の幅よりも大きく形成されており、傾き調整位置固定ネジ部１６の長
さは、下板部９の上面１４から傾き調整位置固定基部１３の凸部１３ａまでの距離よりも
長く形成されている。従って、凸部１６ｂを下板部９の上面１４に係止させていない状態
では、下板部９の上面１４上に配設された状態のネジ頭部１６ａを、孔部１５で下板部９
の前面２２－背面２３方向へスライドさせることにより、傾き調整位置固定ネジ部１６に
連動して転倒防止補助部１０、１１もスライドし、下板部９の左補助空間部１２ａ及び右
補助空間部１２ｂ内に収納された状態から突出した状態に変化する。
【００２１】
　転倒防止補助部１０、１１を左補助空間部１２ａ及び右補助空間部１２ｂから突出した
状態にすることにより、パチンコ機１を自立させたとき、その自立させた場所の面と接触
する面積を大きくすることができ、即ち、下枠部９から突出した転倒防止補助部１０、１
１の面積分だけ下板部９の下面２１の面積を実質的に大きくすることができ、パチンコ機
１の自立安定性を向上させることができる。また、転倒防止補助部１０、１１を左補助空
間部１２ａ及び右補助空間部１２ｂに収納した状態にすることにより、転倒防止補助部１
０、１１を使用する必要のない製造工程においても作業の障害とならず製造効率の低下を
防止することができる。
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【００２２】
　図７は、下板部９の空間部１２に転倒防止補助部１０、１１、傾き調整位置固定基部１
３、及び傾き調整位置固定ネジ部１６が取り付けられた状態を示す自立装置Ｍの下面図で
ある。傾き調整位置固定基部１３は、固定基部空間部１２ｃを通り左補助空間部１２ａか
ら右補助空間部１２ｂにかけて配設されている。傾き調整位置固定基部１３と転倒防止補
助部１０、１１とは、それぞれの背面１３ｃと背面１０ｂ及び背面１１ｂとが面一となる
ように取り付けられている。また、図７は、傾き調整位置固定ネジ部１６が最も下板部９
の背面２３側にスライドされ、転倒防止補助部１０、１１が下板部９の背面２３から外部
に最も突出した状態を示している。この状態においても転倒防止補助部１０、１１の全体
は下板部９の外部には突出しておらず、その背面１０ｂ、１１ｂ側の一部分は左補助空間
部１２ａ及び右補助空間部１２ｂ内に収納されている。
【００２３】
　次に、図１に示すパチンコ機１を島に設置するときの自立装置２０の作用について説明
する。パチンコ機１を島に設置するに際し、先ず、外枠２の上板部５を、上板部５に設け
られている誘導穴５ａに釘、ネジ等の固定部材を打ち込むことによって、パチンコホール
に設置されている島（図示省略）の上側固定部に固定する。パチンコ機１の外枠２の上下
方向の長さＨ（図１参照）は、外枠２が固定される島の上下固定部間の距離よりも僅かに
短く形成されているため、上板部５を島の上側固定部に固定しただけの状態では、下板部
９の下面２１と島の下側固定部間には僅かな隙間が生じ、パチンコ機１は宙吊りされた状
態になっている。従って、パチンコ機１の下板部９側は前後方向へ僅かに移動可能であり
、この状態においてパチンコ機の下板部９側を後方向へ移動させ傾き調整位置を設定する
ことができる。尚、パチンコ機の傾斜調整は、上部側がパチンコ機の厚さに対して約４分
５厘（約１３.５ｍｍ）前傾斜した一般的な傾斜状態に設定される。
【００２４】
　次に、ネジ頭部１６ａを下板部９の背面２３方向へスライドさせることにより、転倒防
止補助部１０、１１を下板部９の外部に突出させ、誘導穴１０ｃ、１１ｃに固定部材を打
ち込んで転倒防止補助部１０、１１を島の下固定部に固定する。転倒防止補助部１０、１
１の固定位置は、前述のようにパチンコ機が前傾斜した状態に設置されることから、転倒
防止補助部１０、１１が上板部５の真下より少なくとも傾斜分（４分５厘）以上、後方に
位置するように設定する。但し、転倒防止補助部１０、１１の固定位置を、上記傾斜分（
４分５厘）以下にすると、パチンコ機を最適な傾斜角度に設定できなくなる一方、上記傾
斜分よりも必要以上に後方へ位置させると、傾斜角度を設定した後においても転倒防止補
助部１０、１１が下板部９の後方に大きく突出したままの状態となる。
【００２５】
　このとき固定された転倒防止補助部１０、１１の切欠部１０ａ、１１ａの切欠幅Ｗ１（
図４参照）は、下板部９の下面２１を構成している板の厚さＷ２（図３参照）よりも大き
く形成されているため、転倒防止補助部１０、１１を島の下側固定部に固定すると、転倒
防止補助部１０、１１の下面の位置が下板部９の下面２１の位置よりも下側にずれた状態
となって固定され、転倒防止補助部１０、１１を島の下側固定部に固定してもパチンコ機
１の下板部９の下面２１と島の下固定部間には僅かな隙間が生じる。図８に、転倒防止補
助部１０、１１を島の下固定部に固定した状態を示し、下板部９の下面２１と島の下固定
部との隙間をＷ３で示す。尚、パチンコ機１の左右側板部６、７及び上板部５は図示を省
略し、また、島の下固定部には斜線を付している。
【００２６】
　この状態においてもパチンコ機１の下板部９自体は固定されておらず、パチンコ機１の
下板部９側は前後方向へ移動可能であり、傾き位置を調整することができる。パチンコ機
１の下板部９側を後方向へ移動させた場合、転倒防止補助部１０、１１は、左補助空間部
１２ａ及び右補助空間部１２ｂ内により収納された状態となり、また、ネジ頭部１６ａは
、下板部９の前面２２方向へスライドされる状態となる。このとき転倒防止補助部１０、
１１を固定する固定部材３１ａから３１ｄの頭部が、転倒防止補助部１０、１１の上面か
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【００２７】
　パチンコ機の下板部９側をスライドさせて傾き位置を調整した後、傾き調整位置固定ネ
ジ部１６を傾き調整位置固定基部１３にねじ込み、傾き調整位置固定ネジ部１６のネジ頭
部１６ａによって下板部９の上面を島の下固定部方向へ押圧する。この押圧によって下板
部９の下面２１は島の下固定部に接触した状態となる。これにより下板部９は、ネジ頭部
１６ａから下方向へ加えられる力と島の下固定部から上方向へ加えられる力によって固定
される。
【００２８】
　尚、下板部９の下面２１と島の下固定部との隙間Ｗ３が大きいときには、下板部９の下
面２１が島の下固定部に接触するよりも先に、下板部９の左補助空間部１２ａ及び右補助
空間部１２ｂの上面が、転倒防止補助部１０、１１の上面と接触した状態となる。従って
この場合には、下板部９は、ネジ頭部１６ａから下方向へ加えられる力と転倒防止補助部
１０、１１から上方向へ加えられる力によって固定される。また、このときネジ頭部１６
ａに設けられた凸部１６ｂは、下板部９の上面に食い込んで係止され、傾き調整位置固定
ネジ部１６の逆回転が防止されて確実に下板部９を固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明に係るパチンコ機の自立装置の、一形態が取り付けられたパチンコ機の背
面斜視図である。
【図２】本発明に係るパチンコ機の自立装置の一形態示す図である。
【図３】図２に示すパチンコ機の自立装置を構成する、下板部を示す斜視図である。
【図４】図２に示すパチンコ機自立装置を構成する、転倒防止補助部と、傾き調整位置固
定基部と、傾き調整位置固定ネジ部を示す斜視図である。
【図５】傾き調整位置固定基部に取り付けられていた転倒防止補助部を外した状態の、傾
き調整位置固定基部と傾き調整位置固定ネジ部を示す斜視図である。
【図６】傾き調整位置固定基部から傾き調整位置固定ネジ部を取り外した状態を示す斜視
図である。
【図７】図２に示す自立装置の下面図であり、転倒防止補助部を下板部から外部に突出さ
せた状態を示す図である。
【図８】図２に示す自立装置を島の下固定部に固定した状態を示す図である。
【符号の説明】
【００３０】
　Ｍ　　自立装置
　１　　パチンコ機
　２　　外枠
　３　　前枠
　５　　上板部
　６　　左側板部
　７　　右側板部
　８　　主外枠部
　９　　下板部
　１０、１１　転倒防止補助部
　１２　空間部
　１３　傾き調整位置固定基部
　１４　上面
　１５　孔部
　１６　傾き調整位置固定部（傾き調整位置固定ネジ部）
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